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調査基準日前後の調査結果を含む。（次頁へ続く。） 

図 7-2 平成 21 年～令和 2 年 8 月（平成 26 年は 9 月）の COD 観測結果の比較 

● ： 環境水（河川水など）
▲ ： 排水（下水道法流水など）

4

H29 年調査 (8 月) 
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調査基準日前後の調査結果を含む。 

図 7-2 平成 21 年～令和 2 年 8 月（平成 26 年は 9 月）の COD 観測結果の比較 
 
 

R1 年調査（8 月） R2 年調査（8 月） H30 年調査 (8 月) 
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８．東京湾に流入する主な河川の状況 

東京湾及びその流域図を図 8-1 に示します。東京湾の流域には、東京湾に接する千葉県、

東京都、神奈川県のほか、埼玉県が広い面積を持っており、茨城県、山梨県の一部も含まれ

ます。東京湾流域の河川は、陸域から東京湾へ淡水とともに物質を供給する役割を持ってお

り、流域の環境は東京湾の水環境に影響を与えています。東京湾に流入する主な河川として

は多摩川、荒川、鶴見川、利根川水系があげられます。 

図 8-1 東京湾及びその流域図 
 

令和 2年度東京湾環境一斉調査では、8月の河川等の水質調査のデータを収集しました。

東京湾流域における主な河川の水温、流量、化学的酸素要求量（COD）、溶存酸素量（DO）、

透視度の状況を、水系ごとに図 8-2 から図 8-31 に示します。 
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（１）多摩川水系 
多摩川本流の水温は、是政橋、拝島原水補給点で周囲より 3～4 ℃ほど、小河内ダム付

近では 8℃ほど高い水温でしたが、上流側の昭和橋から河口付近の大師橋までおよそ

19 ℃ から 25 ℃前後まで上昇する傾向にありました。 
流量は、本流では上流から下流へ向かって上昇する傾向があり、上流側の和田橋にて

33.97 m3/s、新二子橋にて 81.76 m3/s でした。支流の流量では、上流から本流への合流地

点付近に向かって、上流側で 0.3 m3/s～1.8 m3/s ほどで推移し、合流地点付近で 6 m3/s
ほどまで上昇する傾向がみられました。COD は、本流支流ともに、概ね下流側に向かう

ほど高くなる傾向があり、支流の多摩川合流点前で最も高い 5.1 mg/L でした。 
DO は、本流支流ともに一部で周囲より高い値の地点がありましたが、本流では概ね上

流から下流へ向かって 8～10 mg/L で推移する傾向があり、支流では概ね 9～11 mg/L で

推移する傾向がありました。 
透視度は、本流では 38～100 cm の範囲でバラつきが見られましたが、支流ではほとん

どの観測点で測定最大限界の 100 cm を記録しました。 
 

 

 
 
 

図 8-2 多摩川水系流域における調査点図 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに編集・加工」 
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図 8-3 多摩川水系における水温（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-4 多摩川水系における流量（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-5 多摩川水系における COD（8 月）と河口からの距離の関係 

小河内ダム 

小河内ダム 
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図 8-6 多摩川水系における DO（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-7 多摩川水系における透視度（8 月）と河口からの距離の関係 

 

小河内ダム 
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（２）荒川水系 
荒川水系の水温は、本流支流ともに、一部で周囲より高い地点がありますが、概ね上流

から河口に向かって上昇する傾向がありました。流量においても、本流支流ともに概ね上

流から下流に向かって増加する傾向がみられました。COD は、本流では上流から下流に

かけて 1.4 mg/L から 4.5 mg/L まで増加する傾向がありました。支流では、新河岸川いろ

は橋、旭橋では 2 mg/L 前後の値が観測されていますが、概ね 4.2～6.4 mg/L で推移する

傾向がありました。 
DO は、本流支流ともに上流側から下流側にかけて減少する傾向にありましたが、本流

では、支流よりも値が高く 6.2 mg/L から 9.3 mg/L まで上昇する傾向がありました。透視

度は、本流支流ともにばらつきがあり、測定最大限界の 100 cm を記録したのは笹目橋の

みでした。 
 

 

 
 

図 8-8 荒川水系流域における調査点図 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに編集・加工」 
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図 8-9 荒川水系における水温（8 月）と河口からの距離の関係 

 

 
図 8-10 荒川水系における流量（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-11 荒川水系における COD（8 月）と河口からの距離の関係 

秋ヶ瀬堰 

秋ヶ瀬堰 

秋ヶ瀬堰 
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図 8-12 荒川水系における DO（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-13 荒川水系における透視度（8 月）と河口からの距離の関係 

 

秋ヶ瀬堰 

秋ヶ瀬堰 
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（３）利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川） 
水温は、中川、江戸川、綾瀬川にて概ね 27～31 ℃で推移しました。流量は、いずれの

河川でも上流から下流に向かって増加する傾向がありました。COD は、中川では 4.1～5.8 
mg/L で推移する傾向がありました。江戸川では、上流から下流側へ向かって 2.5 mg/L 前

後で推移しますが、東西線鉄橋下にて 5.4 mg/L と高い値が観測されました。綾瀬川では、

桑袋大橋で 3.7 mg/L と最も低い値が観測されていますが、新加平橋から古綾瀬川綾瀬川

合流点前の間では他の観測点と比べて 5.2～5.6 mg/L の高い値が観測されました。 
DO は、中川では、道橋から豊橋にかけては、7.2 mg/L から 6.2 mg/L まで減少し、弥

生橋にて増加しますが、以降は河口に向かって減少する傾向がみられました。 
江戸川では、上流から下流へ向かって 8 mg/L 前後で推移しますが、東西線鉄橋下にて

9.2 mg/L と高い値が観測されました。これは、海側で発生した赤潮が影響した可能性が

考えられます。綾瀬川では、畷橋から下流へ向かって増加減少を繰返しながら減少する傾

向があり、新加平橋で最も低い 4.2 mg/L が観測されました。透視度は、綾瀬川の桑袋大

橋 89 cm を記録したのを除き、中川、綾瀬川、江戸川にて概ね 30～70 cm で推移する傾

向がありました。 
 

 
 

図 8-14 利根川水系流域①（中川、江戸川、綾瀬川）における調査点図 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに内外地図が編集・加工」 
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図 8-15 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における水温（8 月）と 

河口からの距離の関係 
 

 
図 8-16 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における流量（8 月）と 

河口からの距離の関係 
 

 
図 8-17 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における COD（8 月）と 

河口からの距離の関係 
 

江戸川水門 

江戸川水門 



- 39 - 

 
図 8-18 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における DO（8 月）と 

河口からの距離の関係 
 

 
 

図 8-19 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における透視度（8 月）と 
河口からの距離の関係 

江戸川水門 

江戸川水門 
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（４）利根川水系②（花見川） 
花見川の水温は、上流から下流に向かって上昇する傾向にありました。最高水温は河口

付近の新花見川橋で 28.0 ℃でした。流量は、9.3 m3/s であり、昨年度の 10.1 m3/s より

減少していますが、花見川は、印旛放水路として、上流の印旛沼の水位管理のために各所

に設けられた水門や堰の稼働状況の影響を大きく受ける地点のため、流量の変動が大きい

地点であると思われます。CODは、中流域の花島橋にて6.7 mg/Lと観測されていますが、

概ね上流から下流へ向かい増加する傾向がありました。DO は、上流から下流に向かって

15.9 mg/L から 8 mg/L まで減少する傾向がありました。透視度については、全観測点に

て測定最大限界の 30 cm の結果で昨年と変化はありませんでした。 
 

 
 
 

図 8-20 利根川水系（花見川）流域における調査点図 
 

 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに内外地図が編集・加工」 
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図 8-21 利根川水系（花見川）における水温（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-22 利根川水系（花見川）における流量（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-23 利根川水系（花見川）における COD（8 月）と河口からの距離の関係 
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図 8-24 利根川水系（花見川）における DO（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-25 利根川水系（花見川）における透視度（8 月）と河口からの距離の関係 
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（５）鶴見川水系 
鶴見川水系の水温は、本流では上流から下流に向かって 26 ℃前後から 28 ℃前後まで

高くなる傾向にありました。支流においても、ばらつきはありますが上流側から下流側に

かけて高くなる傾向にありました。流量は、上流から下流へ向かって増加する傾向があり、

亀の子橋にて 6.47 m3/s を観測しました。COD は、麻生橋で 1.9 mg/L と本流で最も低い

値が観測されていますが、その他の観測点では概ね 4.9～5.8 mg/L で推移しました。支流

では、麻生川（耕地橋）にて同水系で最も高い 7.2 mg/L を観測し、恩田川（都橋）にて

最も低い 1.7 mg/L と観測されましたが、他の地点では概ね 3～6 mg/L で推移する傾向が

ありました。DO は、本流支流ともに上流側から河口側にかけて減少する傾向にありまし

た。透視度は昨年より測定最大限界の 100 cm を観測した地点が増加し、早渕川（峰の大

橋）で 52 cm が観測された以外は概ね 100cm の観測結果でした。 
 

 
 
 

図 8-26 鶴見川水系流域における調査点図 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに内外地図が編集・加工」 
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図 8-27 鶴見川水系における水温（8 月）と河口からの距離の関係 

    
図 8-28 鶴見川水系における流量（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-29 鶴見川水系における COD（8 月）と河口からの距離の関係 
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図 8-30 鶴見川水系における DO（8 月）と河口からの距離の関係 

図 8-31 鶴見川水系における透視度（8 月）と河口からの距離の関係 



９．生物調査の実施実績 

 令和２年度の東京湾環境調査における生物調査では、新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から、一般公募は中止し、昨年度の生物調査参加機関に対し、自主的に実施した干潟調

査及びその他の調査のデータ提供をお願いしました。 

９－１ 干潟調査 

（１）干潟調査の概要

 令和２年度は多摩川河口の干潟を対象とし、そこに生息する生物種に焦点を合わせ、調

査が実施されました。 

（２）調査参加機関

令和２年度は、１団体から干潟調査の結果について報告がありました（表 9－1）。 

表 9－1 干潟生物調査の実施実績 

報告書

番号 
実施機関 調査場所 実施日 

① 大田区環境マイスターの会 多摩川河口大田区側 

６月 23日 

７月 19日 

７月 21日 

９月 18日 

（３）干潟調査の結果

 令和２年度の干潟調査は、１団体により１地点で実施されました（図 9-1）。その結果、

９綱 49種の生物の生息が確認されました（表 9-2、表 9-3、図 9-2）。特に多いのが軟甲綱

で、19種確認されました。 

 さらに今回確認された生物種について、環境省レッドリスト 2020（令和２年３月）及び

環境省版海洋生物レッドリスト（平成 29年３月）への掲載の有無を調べたところ、絶滅危

惧 I 類（CR+EN）と評価される種が１種、絶滅危惧 II 類（VU）と評価される種が１種、準

絶滅危惧（NT）と評価される種が４種含まれていることが確認できました。また、生態系

被害防止外来種リスト（環境省及び農林水産省、平成 28 年）への掲載の有無について調べ

たところ、特定外来生物及び総合対策外来種は含まれていないことがわかりました。 
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出典：海洋状況表示システム（https://www.msil.go.jp）、国土地理院（GSI） 

図 9-1 干潟調査の実施地点と確認された生物種 



表 9－2 干潟調査で確認された生物種 

※１ 環境省レッドリスト／海洋生物レッドリスト：評価カテゴリーは絶滅（EX）、野生絶滅（EW）、絶滅危惧 IA類（CR）、絶滅危惧 IB類（EN）、絶滅危惧 I類（CR+EN）、

絶滅危惧 II類（VU）、準絶滅危惧（NT）、情報不足（DD）、絶滅のおそれのある地域個体群（LP）の 8つに分けられる。 

絶滅危惧 2類（VU）は「絶滅の危険が増大している種」、準絶滅危惧（NT）は「現時点での絶滅危険度は小さいが、 

生息条件の変化によっては『絶滅危惧』に移行する可能性のある種」と定義される。 

※２ 生態系被害防止外来種リスト：定着を予防する外来種（定着予防外来種）、総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）、適切な管理が必要な産業上重要な外来

種（産業管理外来種）の大きく３つに分類される。
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表 9-3 干潟調査で確認された生物種（過年度との比較）
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図 9-2 東京湾の干潟で確認された生物

ヤマトオサガニ オサガニ コメツキガニ

カクベンケイガニと蛎殻 アナジャコ ハサミシャコエビ

ヤドカリ類 ミズヒキゴカイ マガキ フジツボ類

アカテガニ ベンケイガニ アシハラガニ

クロベンケイガニ

水たまり、転石の下など

に多くみられるハゼ類

21 Jul. 

水たまり、転石の下など

に多くみられるハゼ類

容器の縦 6.5ｍｍ 18 Sept. 

調査地点周辺 

（奥が多摩川河口） 
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（４）各調査のレポート

各調査のレポートを紹介します。 

干潟調査のレポート① 

主催団体名 調査地点・海域 調査時期 

大田区環境マイスターの会 多摩川河口大田区側 

6 月 23 日 
7 月 19 日 
7 月 21 日 
9 月 18 日 

 [Ⅰ] 調査概要 

1. 実施者

大田区環境マイスターの会

2. 調査場所

多摩川河口大田区側

3. 調査内容

① 底質の生物調査

② 上記調査地点周辺の生物調査

4. 調査日

① 底質の生物調査：A/B 地点 2020 年 7 月 21 日（火）  C/D 地点 7 月 19 日（日）

② 周辺生物調査：2020 年 6 月 23 日（火）、7 月 19 日（日）、7 月 21 日（火）

③ 底質および周辺生物 追加調査 2020 年 9 月 18 日（金）

5. 調査対象生物

貝類 干潟ベントス 干潟の魚類  鳥類 

6. 調査目的

① 2017 年より実施してきた干潟に生息する生物の実態の調査を継続し、生態系の

変化を確認する。

② 同結果をもとに多摩川河口の干潟の環境保全に役立てる。
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[Ⅱ]  底質の生物調査方法 

1. 調査地点

2017 年の調査開始以降多摩川の 0km ポイント（B）を中心に、海側約 800m（A）

と上流約 1km（C）、さらに約 1km 上流の(D)を基本サンプル採取地点としてきた。

2019 年 10 月に上陸した台風 19 号によって、上流から流されてきた大量の土砂が干

潟全体を泥質化し、ぬかるんで調査地点に近づくことができない場所があったため、

一部地点の変更または中止して実施した。

また、（C）地点は昨年護岸工事で消滅したため仮地点を設定し実施したが、この地

点も本年は、消滅したため採取地点を変更した。

[図－1] 調査地点の地図

[表－1] サンプル採取地点の場所

従来からの 

サンプル採取地点

場所 今回調査 

A 1 河口先端域 陸側 調査中止 

2 中間部 場所を変更して実施 

3 海側 

B 1 多摩川 0km ポイント 陸側 場所を変更して実施 

2 川側 

C 0km ポイントから上流側に約 1kｍ
離れた海老取り川との合流地点

川側 場所を変更して実施 

D 1 0km ポイントから上流側に約 2km
離れた多摩川大師橋付近

陸側 場所を変更して実施 

2 川側 
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2. サンプル採取方法 

各採取地点の干潟で 25cm 四方、深さ 10cm の土壌を採取。約 1mm メッシュの袋

にこの土壌を入れ、流水にて土砂を洗浄除去し、残渣中にいる生物を確認した。 
また、土壌採取後湧き出た水を採取し、水温、pH および塩分濃度を測定した。  

3. 計測機器 

① pH：外部委託 
② 塩分濃度：外部委託 
③ 位置：エンペックス気象計株式会社製 GPS 計 
④ 温度：横河電気製温度計 Model2455  

石原温度計製作所製 No.7 赤液棒状温度計 他 
 

[Ⅲ]  底質の生物調査 

1. 調査日 

[表－2] 調査地点と実施時期 

調査地点 調査日・時間 干潮時間（潮位） 

A/B 7 月 21 日（火）10:00～12:30 AM 11:55AM (-4) 
C/D 7 月 19 日（日）10:00～12:30 AM 10:37AM (5) 

 

2. 調査地点の位置情報 

[表－3] 調査地点の測位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地点 サンプル 
採取地点 

 GPS 
 北緯 東経 

A 1 基本地点 35°32.217′ 139°46.714′ 
今回地点 中止 

2 基本地点 35°32.208′ 139°46.699′ 
今回地点 基本地点と同じ 

3 基本地点 35°32.200′ 139°46.686′ 
今回地点 35°32.196′ 139°46.690′ 

B 1 基本地点 35°32.409′ 139°46.274′ 
今回地点 基本地点と同じ 

2 基本地点 35°32.399′ 139°46.265′ 
今回地点 基本地点と同じ 

C 基本地点 35°32.730′  139°45.341′  
今回地点 35°32.719′  139°45.049′ 

D 1 基本地点 35°32.705′ 139°44.312′ 
2 基本地点 35°32.643′ 139°44.284′ 

仮 0 今回地点 両地点共に近づけず、川岸で実施。GPS データ取れず 
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3. 調査地点の水質 

[表－4] 調査地点の水質 

外気温：27℃ 

再検査：pH 値が著しく低かったため、9/22 に再サンプリングした値 

 

4. サンプル採取した貝 

4－1)  地点別採取生物の種類別個体数 

[表－5]  貝の種類と個体数 

地点 
貝の種類 

ｱｻﾘ ｼｵﾌｷ ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ﾏﾃｶﾞｲ ｿﾄｵﾘｶﾞｲ 
A 1 ― ― ― ― ― 

2 2 1 １ 0 0 
3 6 9 3 0 0 

B 1 3 0 １ 0 0 
2 1 0 1 0 0 

C 0 0 2 0 0 
D 仮 0 0 0 3 0 0 

計 12 10 11 0 0 
 
  

 
地点 

調査項目 
水温(℃) pH pH 

(再検査) 
塩分濃度 
（％） 

底質 臭気 

A 1 ― ―  ― ― ― 
2 28.0 7.06  2.3 表面砂質/下面泥質 ― 
3 28.0 7.04  2.3 表面砂質/下面泥質 ― 

河川水 28.0 6.94  2.1 ― ― 
B 1 27.5 6.80  1.5 表面砂質/下面泥質 ― 

2 27.5 7.17  1.7 表面砂質/下面泥質 ― 
河川水 28.0 5.99 7.26 1.3 ― ― 

C  25.0 7.21  1.1 砂質 硫化臭

（強） 
河川水 28.0 5.92 6.70 1.2 ― ― 

D 仮 0 26.0 7.25  0.6 表面砂質/下面泥質 
 

 

河川水 26.0 ―  ― ― ― 
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4－2） 貝の大きさ 

① アサリの大きさ別個体数 

[表－6]  アサリ（単位：mm） 

  A1 A2 A3 B1 B2 C D 仮 0 計 
0～5  ― 2 2 2 0 0 0 6 

6～10 ― 0 1 1 1 0 0 3 
11～15 ― 0 3 0 0 0 0 3 
16～20 ― 0 0 0 0 0 0 0 
21～25 ― 0 0 0 0 0 0 0 
26～30 ― 0 0 0 0 0 0 0 

計 ― 2 6 3 1 0 0 12 
 

② ヤマトシジミの大きさ別個体数 

[表－7]  ヤマトシジミ（単位：mm） 

 A1 A2 A3 B1 B2 C D 仮 0 計 
0～5  ― 1 0 0 0 2 0 3 

6～10 ― 0 1 0 1 0 1 3 
11～15 ― 0 1 1 0 0 2 4 
16～20 ― 0 0 0 0 0 0 0 
21～25 ― 0 0 0 0 0 0 0 

計 ― 1 2 1 1 2 3 10 

 

5. 採取砂泥中のその他の生物  

[表－8] その他の生物 

 

 

 

 

 

 

  

A1 A2 A3 B1 B2 C D 仮 0 
― ﾑﾛﾐｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ（1） ﾑﾛﾐｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ（2） ﾑﾛﾐｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ（5） ﾑﾛﾐｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ

（4） 
ｺﾞｶｲ類（1） ﾖｺｴﾋﾞ類（1） 

― ｲﾎﾞｷｻｺﾞ（1） 甲福 2 ㎜以下の 
ｶﾆ（1） 

甲福 2 ㎜以下の 
ｶﾆ（2） 

ｺﾞｶｲ類（2）  ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ 

―  ﾁﾛﾘ類（1） ｺﾞｶｲ類（28）   ｺﾞｶｲ類（1） 
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[Ⅳ] 周辺生物の調査 

1. 調査日 

 

 

 

 

 

2. 底質中の生物調査でサンプル採取した生物以外に調査地点とその周辺で観察した生物 

   [表－9] 干潟の生物 

＊：別紙写真参照 

注）今年度の調査は、前述のように調査地点周辺がぬかるんでいたため、2019 年までと同じ

地点で調査できなかった。よって、見つけられた生物に一部偏りが生じた可能性がある。 

  

A1～A3の周辺 B1～B2の周辺 Cの周辺 D 仮0の周辺 
ｵｻｶﾞﾆ ﾏﾃｶﾞｲ ｵｻｶﾞﾆ＊ ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ｱｶﾃｶﾞﾆ＊ 
ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ＊ ｱﾅｼﾞｬｺ＊ ｶｸﾍﾞﾝｹｲ ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ＊ 
ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ﾕﾋﾞﾅｶﾞｽｼﾞｴﾋﾞ ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ﾌﾅﾑｼ ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 
ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ＊ ｼﾗﾀｴﾋﾞ ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ  ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ＊ 
ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ＊ ﾏｶﾞｷ  ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ＊ 
ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ＊ ﾔﾄﾞｶﾘ＊ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類  ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 
ｱｻﾘ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類＊ ﾐｽﾞｸﾗｹﾞ   
ｲｿｼｼﾞﾐ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ＊ ﾊﾅｶﾞｻｸﾗｹﾞ   
ｵｷｼｼﾞﾐ ｺﾞｶｲ類 ﾌﾅﾑｼ   
ｼｵﾌｷ ﾐｽﾞｸﾗｹﾞ 同定できないハゼ 2 種＊   
ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ﾊﾅｶﾞｻｸﾗｹ    
ｿﾄｵﾘｶﾞｲ ﾌﾅﾑｼ    
ﾊﾏｸﾞﾘ 同定できないハゼ 1 種    
ﾏｶﾞｷ＊     

A1～A3とその周辺 B1～B2とその周辺 Cとその周辺 D 仮0とその周辺 
6 月 23 日 6 月 23 日 7 月 19 日 7 月 19 日 
7 月 21 日 7 月 21 日   
9 月 18 日    
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3. 河川区域で観察した鳥類 （2020 年から追加） 

[表－10] 周辺の鳥類 

 

 

4.  

(注) A～B 地点周辺の左岸側河川区域において観察された鳥類。( )内は羽数。8 倍の双眼

鏡使用。 
全 12 種の鳥類が出現。ウミネコとカワウが優占。ウミネコは、成鳥、1 年目、2 年目若鳥が

休息、または採餌。カワウは、30 羽程度の群れが川面中央で採餌。チュウシャクシギ、キ

アシシギは岸近くの岩礁で採餌。ヒバリ、セッカ、カワラヒワは堤防付近の草地にて飛翔ま

たは採餌するのが観察された。 

 

[Ⅴ] 考察 

1. 貝類の個体数が減少傾向にある 

調査を開始した 2017 年以降、貝類の個体数の減少が続いていたが、本年は下記のよう

にアサリの大幅減少が確認された。個体サイズも小サイズ化しており、絶滅が危惧され

る。また、ヤマトシジミは年度によってバラツキがあるが、アサリほど顕著でないもの

の減少傾向が認められる。 

[表－11]アサリの採取総個体数の比較（2017/2020） 

 2017 年 2020 年 
アサリ 177 12 
ヤマトシジミ 32 11 

 

  

ｶﾜｳ (30+) ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ (1) ｳﾐﾈｺ (30+) ﾋﾊﾞﾘ (1) ｾｯｶ (1) ｽｽﾞﾒ (＋) 
ｺｻｷﾞ(1) ｷｱｼｼｷﾞ (1) ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ (1) ﾂﾊﾞﾒ (1) ﾑｸﾄﾞﾘ (＋) ｶﾜﾗﾋﾜ (＋) 

 




